
現在、名大（幹事組織）では、2022年 12月に愛知県新城市と包括連携協定を締結し、
活動しています

産学官民連携によるイノベーションで地方創生

目的

日本型イノベーション・エコシステムの形成と地方創生を実現
　・地方都市がより良くなることを第一に !!
　・医療、健康、ライフスタイル等の分野における新しい行政サービスの創造
　・地域の成長に貢献する産業の創出

我が国全体の社会課題の解決に貢献
　・地方都市や中山間地域に適用できるソリューションを全国に展開

● 本コンソーシアムでは、名大 ( 幹事組織 ) と連携している自治体が抱く地域課題と、
目標とするあるべき姿を、名大 ( 幹事組織 ) が本コンソーシアム内で共有し、
産学官民が連携した企画を検討・実施します
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私達と一緒に活動しませんか？ 自治体と連携活動を推進中

入会について

奥三河ミライバレーコンソーシアム 事務局（担当：吉川、沖原）
〒464-8601 名古屋市千種区不老町　名古屋大学　ﾅｼｮﾅﾙｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｺﾝﾌﾟﾚｯｸｽ（NIC）内
Mail： OMV@mirai.nagoya-u.ac.jp

テーマのマッチング成立後、自治体と連携が可能

コンソーシアム会員内の情報共有や情報交換、組織間連携

コンソーシアムに参画している産学機関とのつながりが生まれる

問合せ先

・法人会員：大企業

・個人会員：非営利機関の研究者等

年会費

大企業以外の企業
非営利機関

（みなし大企業も含む） 60 万円

万円（個人事業主も含む） 18
無料
無料

（大学、公的研究機関等） 

メリット

取り組みの流れ3

入会について4

名大（幹事組織）と包括連携協定を締結した愛知県新城市は５つのテーマ（医療・健康・教育・
GX・防災）においての地域課題とあるべき姿を共有・議論し、学官連携を進めています

地方都市・中山間地域の課題にアクセス、官民と連携しながら、研究開発や製品・サービス開発
ニーズに裏打ちされた確かな製品・サービスの全国展開を視野に

・名大（幹事組織）のサテライト拠点にて
   PDCA を高速回転し、実証内容を検討

・十分に検討が出来た状態で、自治体と
　連携した確度の高い実証へ

自治体と連携名大サテライト拠点

確度の高い実証

効果的な
フィードバック


